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擾乱（じょうらん，大気の乱れ）という気象現象に興味を

持ちながら，流体力学に現れる偏微分方程式を数学的に解析
しています．流体力学に限らず物理学の法則から導き出され
た偏微分方程式には， 
 
1. 解は存在するか 
2. 解は（存在すれば）ただ一つか 
3. 解は初期値について連続か 
 
という三つの重要な問題があります．連続関数や可積分関数
などの関数空間を用いてそれらの問題を論じ，圧縮粘性流体
の運動方程式が流体現象のモデル方程式として適切かどうか
を調べるのが現在の研究テーマです． 
 
【特色・今後の展望】 
 圧縮粘性流体の運動方程式を線型化し，線型化方程式の初
期境界値問題に可積分な解がただ一つ存在するかどうかを論
じました．本研究では関数解析的手法，特に解析半群の理論
を用いており，論じた問題を肯定的に解決しただけでなく，
最大正則性と呼ばれる解の性質も得られたことが特色です．
今後は本研究の手法を踏まえ，1948年に Burgersが発見した
渦度場の漸近安定性を調べようと考えています． 
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